
 

 

 

 

 

県内にてインフルエンザ警報 

内科外来におけるインフルエンザの対応  

 

 
その後、他の患者さまと出来る限り接触することのないよう、会計・処方の準備が整う

まで当院の観察室にて待機していただいています。 

 

出来る限りの配慮は行っていますが、当院の観察室は 1 部屋のため、他の感染症の方

が入室されている場合もあり、すべての方を隔離するのは困難である場合もありますの

でご了承ください。 

 

●観察室の風景● 
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福岡県においてもインフルエンザが流行し警報が出ています。 

 

内科外来においては、インフルエンザの疑いがありインフルエンザ

検査を実施した方にはマスクの着用を促しています。 

 

検査の結果インフルエンザの診断を受けられた方につきましては

は、 

 インフルエンザは飛沫感染・接触感染です。 

当院に通院されている患者さまにおかれましては、インフルエンザワクチン接

種有無に関わらず外出中も病院内においても、いつどこでインフルエンザに感染

するか分からない状況です。 

  手洗い・うがいに努めていただくとともに、マスク着用にて感染予防に努めま

しょう。 

 


